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平成３０年度　第１０回全体庁議（１１月７日開催）

（３）大空中学校適正規模の確保等地域検討委員会意見書について

　　　[学校教育部]

審議・報告

　■　提案・報告の趣旨

　今後の大空中学校のあり方について検討すべく、保護者や地域住民の代表、学校関係者などにより構成する「大空中学校適正

規模の確保等地域検討委員会」を設置した。6月から9月まで計5回行われた協議の内容をとりまとめた意見書が帯広市教育委員

会に提出されたため、平成30年11月20日の建設文教委員会に報告するもの。

・平成31年1月　大空中学校の個別実施計画（原案）を建設文教委員会に報告

・　〃　　2月　大空中学校の個別実施計画（案）を建設文教委員会に報告

・　〃　　2月　教育委員会会議において決定

・同内容で、11月20日建設文教委員会へ報告することで了承された。

・特になし。

　■今後のスケジュール

　■　審議結果

　■　その他、指摘事項等

　■　提案・報告の主な内容(概要)

意見書の内容は次のとおり

１　大空中学校（大空小学校を含む）の現状について

　・大空中学校は市街地の中では最も小規模化の進行が見込まれる学校である。

　・地域と連携して町内会などの地域住民とともに子どもたちを育む教育環境を構築している。

　・エリア・ファミリー構想の取り組みを通じて大空小学校と連携を図っている。　など

２　学校規模の小規模化による影響について

　・切磋琢磨する機会や子ども同士の関わりが少なくなることが心配される一方、教員の丁寧な関わりができる良い面もある。

　・部活動の選択肢が狭まるほか、合同チームになると移動の負担が増える。

　・教職員のバランスのとれた配置が難しくなる。

　・保護者一人ひとりにかかるPTA活動の負担が大きくなる。

　

３　適正規模を確保するための取り組み等に関する検討について

　（１）通学区域の変更の検討

　　　 小中学校の通学区域が一致しているので合わせて検討することにしたところ、小学校の通学距離が本市の目安2ｋｍより

　　長いことから、身体的な負担や安全面等の課題が大きいので、他の方法を検討することが望ましい。

　（２）学校の統合の検討

　　　南町中との統合は、南町中の校舎の増築を伴うほか、統合新校が大規模校となることから、教職員による生徒個々の把握

　　が難しくなるなどの課題がある。

　　　緑園中との統合は、通学距離が遠くなることにより、バスの確保や部活動への制限などの課題が生じる。

　　　したがって、他の方法を検討することが望ましい。

　（３）小中一貫教育の検討

　　　すでにエリアファミリー構想による小中の円滑な接続に向けた取り組みを行っていることや、中一ギャップの解消に有効で

　　　あること、教科指導・学習指導の両面で効果が期待できることなどから、学校小規模化の影響を緩和するためにも導入を

　　　進めるべき。

４　学校及び地域の取り組みについて

　　学校と地域が連携して取り組むコミュニティ・スクールの導入を進めるべき。

５　学校施設の整備について

　　校舎の整備にあたっては、学習面や生活面、安全面への考慮や、小中一貫教育を効果的に進められるため施設一体型の

　整備が望ましい。また、学校と地域が連携するための活動スペースも合わせて整備することが望ましい。


